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第二章 「社会的諸条件」と社会倫理  
 
 
第一節 デューイの社会倫理に関する先行研究  
 
周知のように、デューイ思想の骨格が形づくられたのは、工業化のただなかにあ
った 19 世紀末から 20 世紀初頭のアメリカ社会においてであった。デューイは『倫




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（Dewey 1927:25＝1969:29-30［ ］内引用者による補足） 



















































































































































































































関係の新しい時代」（Dewey 1927:107=1969:121）だと把握したのであった。  
 
 

























第三節 自然科学から社会科学へのトランズアクション的方法の導入  
 





































































































3-3  デューイにおけるセルフアクション、インターアクション、トランズアクシ  

































は昨日まで科学的手順の支配的なパターンだった」（Dewey and Bentley 1949:108）
とデューイは指摘する。それは「事象が因果的な相互結合のもとで他の事象と均衡






























第四節 トランズアクション概念による「磁場」状況の把握  
 



























































































クション的な説明がこれに最もふさわしいものだと理解する。 (Dewey and 
Bentley 1949:133) 







































































































第五章 公衆における探究の問題  
 
 


















































































































成長         経験の再構築（内的条件）  
              ↑ 
探究＝反省的思考―  知性的要素  
             ↓ 














































































































































































































































































































































































































































































 しかし、人々が自ら積極的に参加するようになるのは容易なことではない。  
 
無感動や昏睡状態から人心を目覚めさせ、自立して考え、計画をたてる事業に
参加し、その实行に協力させるには、時間を必要とする。(Dewey and Tufts 1932: 
385＝1966:328) 
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